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２０１４年３月期 第３四半期 決算カンファレンスコール 

（２０１４年１月２９日実施） 

 

取締役 執行役員常務 経理財務本部長 青木昭一 スピーチ 

 

＜Ｐ.１：２０１４年３月期第３四半期累計 決算概要＞ 

当期第３四半期累計では、前年同期と比較して大幅な増収増益となりました。 

売上高は前年同期に比べ１５.６％増加の１兆７１４億円、営業利益は前年同期比 

７５.１％増加の８９７億円、税引前四半期純利益は前年同期比６０.２％増加の 

１,１０３億円となり、利益率は１０.３％となりました。また、四半期純利益は前年

同期比５４.２％増加の６９４億円となりました。 

 

また、設備投資額及び研究開発費は、それぞれ前年同期とほぼ同額となりましたが、

減価償却費は、ベトナム工場の稼働や京セラサーキットソリューションズの子会社化

により、前年同期に比べ２０億円の増加となりました。 

 

なお、当期第３四半期累計の平均為替レートは、米ドルは前年同期に比べ１９円円安

の９９円、ユーロは３０円円安の１３２円となりました。この円安の影響により、前

年同期に比較し、売上高は約１,１８０億円、税引前利益は約２４０億円押し上げら

れました。 

 

＜Ｐ.２：２０１４年３月期第３四半期累計 事業セグメント別売上高＞ 

事業セグメント別の売上高につきましては、当期第３四半期累計では、前年同期に比

べ全てのセグメントで増収とすることができました。 

 

＜Ｐ.３：２０１４年３月期第３四半期累計 事業セグメント別事業利益＞ 

事業利益については、当期第３四半期累計では、その他の事業を除く全てのセグメン

トで増益となりました。次に、第３四半期累計の要約について説明いたします。 
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＜Ｐ.４：２０１４年３月期第３四半期累計決算要約（前年同期比）＞ 

まず売上高ですが、部品事業、機器事業ともに前年同期に比べ２桁の増収とすること

ができました。部品事業は、太陽電池やスマートフォン関連、自動車関連等の主要  

市場での需要の伸びを捉え、前年同期に比べ１５.５％の増収となりました。 

 

太陽電池市場は、国内の産業用の需要が引き続き増加したことにより、ソーラーエネ

ルギー事業の売上高が大きく伸びました。国内向けの太陽電池の販売量は、前年同期

比２倍を超える実績となりました。 

 

またスマートフォン関連市場では、シェアアップによるコネクタの販売増や、端末需

要の伸びに伴い、セラミックパッケージ等の売上が増加しました。 

 

自動車関連市場では、自動車生産量の拡大に伴い、金属加工用の機械工具の売上が伸

びたことに加え、カメラモジュールの需要が米国での車載カメラ搭載の法規制化への

動きを背景に増加しました。 

 

続いて機器事業ですが、積極的な新製品投入や市場開拓により販売台数を伸ばすこと

ができ、前年同期に比べ２０.８％の増収となりました。 

 

「情報機器関連事業」は積極的な新製品投入により、複合機を中心に、特にロシアや

中国などの新興国での販売が増加し、また円安の効果もあり、大幅な増収となりまし

た。 

 

「通信機器関連事業」では、スマートソニックレシーバーや防水機能の搭載、薄型化

などで差別化を図った端末の販売が好調に推移しました。 

また、国内外の既存客先での販売増に加えて、今期より北米の大手通信キャリアとの

取引を開始したことも、売上増に貢献しました。 

 

次に事業利益ですが、部品事業の増益を主因に前年同期比７６％の大幅な増益となり

ました。 
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主要市場で部品の売上が順調に増加したことに加えて、各事業で原価低減を図ったこ

とにより大幅な増益となりました。  

 

また、前年同期にはＡＶＸの環境汚染浄化費用２１３億円を計上しておりましたが、

今期は費用の発生がなかったことも利益増の要因です。 

 

決算短信の７ページに記載しておりますが、ＡＶＸの環境汚染浄化費用については、

既に公表している米国政府機関と合意した和解内容が、昨年１１月に米国連邦地方裁

判所の承認を受け、本件は最終確定しました。この結果、本件に関して、ＡＶＸで  

今後追加費用が発生することはなくなりましたことをお知らせいたします。 

 

以上が当期第３四半期累計の決算要約です。続いて、第３四半期３ヵ月間の業績につ

いてご説明いたします。 

 

＜Ｐ.５：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月）決算概要（前年同期比）＞ 

こちらの表に、当期第３四半期３ヵ月間の業績を前年同期と比較して示しております。 

当期第３四半期累計と同様に、売上、利益ともに２桁の増加とすることができました。 

 

＜Ｐ.６：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月）決算概要（直前四半期比）＞ 

こちらの表には、当期第３四半期３ヵ月間の業績を、直前の第２四半期との比較で示

しています。 

売上高は第２四半期に比べ増加しましたが、営業利益は減価償却費の増加等の固定費

増を主因に減少しました。また、税引前利益は受取配当金の増加により、第２四半期

を大きく上回りました。 

 

続いて第３四半期３ヵ月間の業績について、セグメント別にご説明いたします。 
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＜Ｐ.７：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 ファインセラミック部品関連事業＞ 

資料上段に当期第３四半期と、第２四半期を比較した増減要因を記載しています。 

また、下段には前期第３四半期との比較を記載しています。 

 

本日は資料上段に記載しています、第２四半期との比較について説明させていただ

きます。まず、「ファインセラミック部品関連事業」から説明いたします。 

 

当期第３四半期の売上高は第２四半期に比べ増収となったものの、事業利益は減少

しました。売上高は半導体製造装置用部品を中心とする産業機械用部品や、カメラ

モジュールなどの自動車用部品が増加したことにより、セグメント全体で増収とな

りました。 

 

一方、利益については、ＰＣやＴＶ向けの部品の在庫調整の影響に加え、減価償却

費の増加要因もあり、わずかに減少しました。 

 

＜Ｐ.８：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 半導体部品関連事業＞ 

「半導体部品関連事業」について説明いたします。 

昨年１０月より子会社となりました京セラサーキットソリューションズの貢献や、

通信インフラ向けのセラミックパッケージの伸びにより、セグメント全体で増収と

なりました。 

 

利益は、増収及び原価低減の効果により増益となりました。なお、利益率が第２四

半期とほぼ同水準となりましたが、これは主にベトナム工場の立上げと、京セラサ

ーキットソリューションズがグループに加わったことに伴う、関連費用が影響して

います。 
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＜Ｐ.９：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 ファインセラミック応用品関連事業＞ 

「ファインセラミック応用品関連事業」は、国内での太陽電池の伸びに加え、機械

工具の需要も順調に拡大したことから、売上高が増加しました。 

 

利益についても、増収による効果とともに原価低減を図った結果、ソーラーエネル

ギー事業、機械工具事業ともに増益となり、利益率も向上させることができました。 

 

＜Ｐ.１０：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 電子デバイス関連事業＞ 

「電子デバイス関連事業」ですが、ＡＶＸの減収に加え、スマートフォン向けのコ

ンデンサ、水晶部品、コネクタなどの売上が、一部客先での生産調整の影響により

減少しました。また事業ポートフォリオの見直しとして、民生用タッチパネル事業

を大幅に縮小していることもあり、売上高は第２四半期に比べ、減少しました。 

 

事業利益は、スマートフォン向け部品の減収に加え、減価償却費や研究開発費の増

加要因により、減少しました。 

 

＜Ｐ.１１：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 通信機器関連事業＞ 

「通信機器関連事業」について説明いたします。 

 

売上高については、新モデルの投入効果により国内の販売が増加したものの、北米

市場での従来型の携帯電話端末の販売が減少した結果、セグメント全体では減収と

なりました。 

 

利益については、減収の影響はあったものの、国内の新モデル効果により横ばいと

なり、収益性は若干改善しました。 
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＜Ｐ.１２：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 情報機器関連事業＞ 

「情報機器関連事業」については、Ａ３複合機や低価格プリンターのラインナップ

強化による売上増に加え、ロシア等の新興国を中心に販売が伸びたことにより、第

２四半期に比べ増収となりました。 

 

事業利益は、増収に加え、原価低減の効果により増益となり、収益性も向上しまし

た。 

 

＜Ｐ.１３：２０１４年３月期第３四半期（３ヵ月） 

セグメント別四半期業績 その他の事業＞ 

「その他の事業」では、京セラケミカルをはじめ、各子会社での売上増により、セ

グメント全体で増収増益となりました。 

 

以上が当期第３四半期３ヵ月の説明であります。次に、通期業績予想について説明

いたします。 

 

＜Ｐ.１４：２０１４年３月期通期 業績予想＞ 

通期の業績予想については、第３四半期の実績及び第４四半期の見通しを踏まえ、

１４ページに記載の通り修正しました。 

 

売上高は前回予想から変更ありませんが、利益及び設備投資額、減価償却費を前回

予想から修正しています。 

 

また為替レートについては、当期第４四半期は米ドルを１０４円、ユーロを１４１

円で予想しており、この結果、通期予想は米ドルを１０１円、ユーロを１３４円に

変更しました。 
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＜Ｐ.１５：２０１４年３月期通期 事業セグメント別売上高予想 

（前回予想比）＞ 

事業セグメント別の売上高予想については、全体では変更ありませんが、表に記載

の通り修正しました。 

 

＜Ｐ.１６：２０１４年３月期通期 事業セグメント別事業利益予想 

（前回予想比）＞ 

また、事業利益についても表に示します通り、変更いたしました。次に今回の修正

要因について説明します。 

 

＜Ｐ.１７：２０１４年３月期 通期業績予想の修正要因＞ 

まず、修正要因の１点目は、デジタルコンシューマ機器市場向け部品需要の減少で

す。第３四半期より、スマートフォン向けの部品需要が、一部客先での生産調整の

影響を受けていることに加え、デジタルカメラ等の低迷が続いており、現状、第４

四半期に大きく需要の好転を期待することは難しい状況にあります。この結果、セ

ラミックパッケージや水晶部品、コネクタ等の売上が、１０月予想を下回る見通し

です。 

 

修正要因の２点目は、「電子デバイス関連事業」での構造改革費用の計上です。既

にご説明しておりますが、当社は、民生用タッチパネル事業を縮小する等、収益性

改善に向けた構造改革を進めており、これらの関連費用として、第４四半期に   

約２０億円を計上する予定です。  

 

３点目は「通信機器関連事業」の販売減少による影響です。 

海外向けの一部の新モデルの投入計画が変更となり、来期にずれ込むこととなった

ため、「通信機器関連事業」の売上及び利益が前回予想を下回る見通しです。以上

が、業績予想の修正要因です。  
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デジタルコンシューマ機器市場は、一部客先での生産や在庫調整が想定以上に続い

ております。しかし、引き続き市場の拡大が見込まれ、部品需要は第４四半期をボ

トムに、来期第１四半期以降、回復してくるものと考えております。 

 

「通信機器関連事業」においては、端末の差別化を追求することで、今期は米国の

大手２社に新規に採用いただきました。また国内でも、ＮＴＴドコモの回線を利用

できる当社製タフネススマートフォンを今期末より販売する予定であり、国内外で

販路を拡大することができております。 

 

当社は、より訴求力のある端末の開発を進め、既存顧客での採用拡大に努めるとと

もに、引き続き、新規顧客開拓を進め、販売拡大を図ってまいります。 

 

当社は、来期以降の需要の回復期に着実に収益改善を図ることができるよう、各事

業の経営基盤の強化に努めるとともに、引き続きグループの総合力を活かした積極

的な受注活動の推進や新規市場開拓、並びに原価低減に取り組んでまいります。 

 

なお本日、「自己株式の消却」を公表しています。 

当社は、株式交換を通じたＭ＆Ａ等の資本戦略に備えて、現在１,５７５万株の自社

株を保有していますが、今般、５００万株を消却することといたしましたのでお知

らせいたします。 

 

今後とも当社に対しまして、皆様のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。  

 

以 上 


